
 

 

 

 

 

 

青森県を自民党一色にはさせない！ 
参院選田名部まさよさんの必勝を誓い合いました 

 フォーラムしもきたは５月 28 日、第 2 回総会を来さ

まい館で開催しました。総会には全会員 17 名中 12 名の

会員と５名の来賓が参加しました。 

 杉山副代表を議長に選出し、目時代表の開会あいさつ

に続き、来賓として駆け付けていただいた田名部まさ

よ参議院議員以下５名の方々よりあいさつを受けまし

た。田名部議員からは青森県を自民党一色の政界構図を

許さない最後の砦として必死に闘うとの決意表明と私た

ちの組織に対する支援のお願いがありました。 

議案（下記に掲載）審議では組織強化のために何をな

すべきか、現状の地域の労働界を取り巻く課題の分析、

参院選における県内での野党共闘の進展状況などいくつ

かの意見がありました。議論を踏まえ、組織の強化に向

けて引き続き取り組むことや喫緊の参院選で田名部候補

の必勝へ向けて全体で取り組むことを確認しました。 

【来賓としてご参加いただいた方】 

・社民フォーラム青森事務局次長…斎 藤 憲 雄 氏 

・立憲民主党参議院議員……………田名部 まさよ 氏 

・立憲民主党青森第一区総支部長…升 田 世喜男 氏 

・連合下北地域協議会事務局長……新 川  優  氏 

・立憲民主党下北支部副代表………山 本 信 悦 氏 

 
       《目時代表とご来賓の方々》 

 

《総会で確認された議案》 
【2021年度経過報告】 

① 昨年３月に社民党下北総支部を「社民フォーラムし

もきた」として再出発。政党活動としては立憲民主党に

軸足を置きながらも残った社民党組織とも一定の友好関

係を保ち、切磋琢磨し社民主義の実現を目指してきた。 

② しかし、県内でフォーラムに結集した仲間は 103 名

にとどまり、独自の活動はできていないのが実態。諸行

動も他団体との共同行動にとどまっている。「しもき

た」についても会員数 17 名を擁するものの高齢会員が多

く目立った活動は行われていないのが現実。 

③ こうした中、事務局では地域内の政治情勢や社会環

境問題について課題の共有化へ向けたニュース配信を月 1

回発行する位しか独自の取り組みはなかった。ニュース

は 80 部ほど発行し、会員以外には関連労組や退職者組織

代表、友誼団体役員などへ届けた。 

④ 政治活動では立憲民主党むつ下北支部へ副代表や幹

事長代行などを派遣し、衆院選を担ってきた。結果は残

念ながら下北では前回票を超えることはできなかった。 

⑤ 地域の課題についてはリハビリテーション病院の民

間委託問題への対応として「下北の医療を考える会」結

成に関わり、目時代表が同会の共同代表に就任しながら

取り組みました。また中間貯蔵施設の核燃料税問題では

杉浦むつ市議と協議しながらむつ市側の姿勢を糾した。 

【2022年度活動方針案】 

① 新年度も会員拡大を見込める要素はなく、現状のスタ

ンスでの活動形態は必至。その中でも一人でも二人でも会

員拡大を目指す。 

② 可能な限り、ニュース情報紙の内容をより一層充実さ

せながら、月 1 回以上の発行を継続し、会員間の情報交換

や、護憲・反戦平和を志向する地域の方々への情報提供を

進めていく。 

③ 連合下北地協や同退職者協との連携を密にして、それ

ぞれの団体の各種行動にも積極的に関わっていく。 

④ 独自活動が困難な現状で各団体との共同行動に積極的

に参加していく。また地域内における立憲野党間の共同行

動の実現や必要に応じて選挙における共闘へ向けての政党

間の橋渡しも積極的に対応する。 

⑤ 7 月に予定される参議院議員選挙では立憲民主党現職

の田名部匡代氏の必勝に向けて選対任務も主体的に担いな

がら、自公政権の憲法改悪策動を許さない議席数の獲得に

奮戦する。また、明年に予定される統一地方選挙、むつ市

議会選挙においても立憲民主党を中心に反自民、社民主義

への理解を示す候補の擁立や支援を積極的に取り組む。 

……………………………………………………………… 

※ 他に 2021年度決算報告及び 2022年度予算案について

も承認されました 
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フォーラムしもきた 
第２回定期総会開催 



田名部まさよ国政報告会に 60名が結集！～下北文化会館/５月６日 

 選挙を７月に控えた田名部匡代参議

院議員は５月６日、下北文化会館で国

政報告会を開催しました。コロナ禍の

ため 50 名程の参加を目安に開催されま

したが 60名の支持者が集結しました。 

 集会は能登勝彦立憲民主党むつ下北

支部長のあいさつで始まり、立憲民主

党本部より駆けつけた大西健介党選対

本部長（愛知 13 区衆院議員）が田名部

さんの国会での奮闘ぶりを紹介しなが

ら支持を訴えました。 

 最後に登壇した田名部匡代さんは

「政治は一部の人や一部の利益のため

にその権力を利用するものであっては

ならない。生きていく上で政治の力を

必要としている人たちの声に耳を傾

け、困難や悲しみを希望に変える役割

を果たす。」と熱く語り、青森県選出

の国会議員を自民党で独占させるわけ

には行かないとし、本県と深い関わり

のある農林水産分野を中心に精一杯が

んばる決意を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

宮下むつ市長、前回に引き続き無投票で三選！～地元 2紙の論評を掲載しました～ 
 
 
 

【東奥日報 5/30付】 

宮下むつ市長３選 双方向の市政運営を 

現職の宮下宗一郎氏がむつ市長選に出馬表明したのは

告示１カ月前。市長選対応について明確な態度を示さな

い時期が続いた。その間、市内各界からは宮下氏の実行

力や発信力を引き合いに「市長以外に出る人はいない」

「どうせ市長が出たら誰も勝てない」といった声が根強

く、宮下氏の無投票当選が半ば既定路線となっていた。 

宮下氏は交流サイト（ＳＮＳ）やユーチューブを活用

して積極的に情報発信を行ってきた。閲覧者からの書き

込みもあるがほとんどが個人的な感想や主張で、発展性

がある対話が成立しているとは言いがたい。対面で意見

を交わすことが難しいコロナ禍とはいえ、一方通行の感

が否めない。 

宮下氏が選挙戦を経験したのは初当選した２０１４年

のみで、市民が投票によって宮下市政に対する評価を示

す機会は失われている。宮下氏は取材に対し、無投票に

ついて、全市民から負託をいただいた、誰からも投票を

受けていない─の二面性があるとし、「期待に応えるこ

とに大きな責任がある。政策という形で返していきた

い」と強調した。 

いかに市民を巻き込んだ議論を展開するか─。事業者

との協議が物別れに終わった核燃新税、アツギ東北むつ

事業所生産終了に伴う雇用確保といった問題から人口減

少下での持続可能な市政運営の在り方まで、依然、重要

な課題を背負う３期目は、市民との双方向性を一層重視

する姿勢が求められる。     

【ﾃﾞｰﾘｰﾄｳﾎｸ 5/10付】 

市民の声に一層耳傾けよ 
市制施行以来、初のケースとなった 2 0 1 8 年の前回

に続いて、むつ市長が再び無投票で決まった。有権者は

２期連続で、求められる施策の方向性や市政に対する評

価について、意思を示す機会が得られなかった。 

宮下宗一郎氏(43)には今まで以上に、真摯(しんし)に

市民の声に耳を傾ける姿勢が求められる。 

宮下氏はこれまでの２期８年、財政健全化に注力した

ほか、４年制大学の誘致などを推進。何事においても前

面に立つ発信力、国や青森県などにも強気な発言を辞さ

ない政治姿勢で、求心力を保ってきた。加えて新型コロ

ナウイルス禍、大型事業所の閉鎖によって地域に閉塞感

が漂う中、市議会与党内では市政継続を求める声が支配

的に。野党側も「今はどうやっても勝てない」と対抗馬

擁立に慎重で、無投票への流れが加速した。 

４月の出馬会見では、あえて「権力が集中する首長は

多選すべきでない」と述べ、３選は多選との認職を示し

た。弊害を生じさせないよう、行政の新陳代謝を促すと

いう課題に自らが向き合うことになる。 

当然、大半が支援に回った市議にも、より厳しく市政

をチェックする責任がある。 

下北地方の近隣町村では近年、相次いで首長が交代し

た。変化を求める声が潜在的に広がっている証しでもあ

ろう。むつ市のトップは下北のリーダーでもある。市の

みならず、地域全体を前進させられるのか。手腕が問わ

れる。            

応援に駆け付けた 
大西健介選対本部長 

任期満了に伴い 29日告示されたむつ市長選挙は、現職の宮下宗一郎氏が無投票で 3期目の当選を果たしました。 

宮下氏以外に立候補の届け出はなく、無投票で３期目の当選が決まったものです。宮下氏は 18歳までのこどもの医療

費の無償化などを公約に掲げました。一方で地元紙は意思疎通の手法などについて手厳しい反応を掲載していました。 



六ヶ所村長選挙、山田清彦候補の事務所開き開催！ ５月 21日 
６月７日告示、12 日投開票の六ヶ所村長選挙に立候補

を表明している山田清彦選対本部（本部長：遠藤順子さ

ん）は５月 21日の事務所開きを行いました。 

選挙事務所となった六ヶ所村泊地区の種市信雄さん宅

には社民党青森県連の新旧代表（今村修氏、三上武志

氏）をはじめ、県内で核燃サイクルに反対する多くのメ

ンバーが参加しました。 

事務所開きでは、山田清彦予定候補は、①再処理工場

が完工延期により、税金や電気料金の一部が事業費に注

がれる現状を憂い、国民負担を考え、ここでやめさせな

ければならないこと。②再処理事業で発生する処理水に

含まれるトリチウムは、再処理工場が 06～08 年に行った

試運転では、約 2,150 兆ベクレルと東京電力福島第１原

発の総量約 860 兆ベクレルに対し約 2.5 倍が海洋放出さ

れた。本格稼働となれば、はるかに上回るトリチウムが

海洋に流出する見込みであること、などを中心に「原子

力マネー」に頼らない村政の実現を訴えました。 
 

 

山田清彦予定候補、選挙公約を記者発表！ 
山田さんは事務所開きに先立ち、青森県庁で記者会見

を行い、下記の６項目にわたる選挙公約を発表しました。 

とりわけ、使用済核燃料の再処理工場はもんじゅ廃炉

などで非現実的であり、核燃マネーが地域にもたらす効

果は未来永劫続くものではないことを第一に挙げました。 

 また、農業の「６次産業化」すなわち、農業者（1 次

産業）が、農産物などの生産物の元々持っている価値を

さらに高め、それにより、農業者の所得向上を目指すこ

とや漁業の振興など、本来の地元産業の育成こそ村政の

柱とすべきとしています。 
《山田さんが発表した選挙公約》 

① 再処理中止など核燃サイクル事業の転換。 

② 原子力防災範囲の見直しと拡充。 

③ 農業の６次産業化などを推進。 

④ 漁獲物のブランド化など漁業を大切に育成。 

⑤ 心と体の健康づくりへ村営介護入所施設の整備。 

⑥ 縄文遺跡群を活用した村おこし。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2023年度の最重要課題にむつ総合病院の新病棟建設～下北総合開発期成同盟会 
※この記事は「ウィークしもきた」５月 27日号より転載しました。 

 下北総合開発期成同盟会（会長・宮下むつ市長）の令和４年度総会が４月８日むつグランドホテルで開催された。 

 同会は、地域内外の交流促進のための高速交通体系の整備促進及び地域交通の確保に関する活動など、下北地区の

総合開発を促進することを目的として、むつ下北の５市町村の首長、議長で構成し 1959 年（昭和 34 年）に結成した。 

 令和４年度は、例年通り構成市町村と連携を図りながら提起された要望事項等の実現を目指して、青森県をはじめ

とする各関係機関に対し、コロナ禍にあっても積極的かつ継続的に要望活動を展開することとした。 

【各種要望活動として】 
 むつ総合病院の新病棟建設、国道 279号の旱期全面復

旧及び国直轄移管、下北半島縦貫道路の整備促進につい

ては、地域振興上、最重要課題と位置づけ、その早期実

現のため、国、県及び各関係機関に対し、全力をあげて

要望活動等を展開する。 
 

【地域交通の確保に関する事業として】 
 下北半島振興促進連絡協議会、青森県バス交通等対策

協議会下北地域分科会、むつ湾内航路活性化推進会議、

大間・函館航路活性化協議会及び下北地域公共交通総合

連携協議会との連携により、陸と海の地域交通の確保を

図る。 
 

【令和５年度・青森県に対する重点要望事項】 
《最重点要望事項》 

◎むつ総合病院新病棟建設に係る支援について（新規要

望） 

〇国道 279号の早期全面復旧及び国直轄移管について

（継続要望・一部追加） 

〇下北半島縦貫道路の整備促進について（継続要望） 

〇青森県核燃料物質等取扱税交付金の市町村配分の見直

しについて（継続要望） 

《重点要望事項》 

１. 下北地域の総合的基盤整備について 

(１)むつ総合病院の医師確保について(継続要望)  

(２)下北地域における医療体制の充実について（継続要

望)  

(３)新型コロナウイルス感染症の影響長期化による経済損

失への支援について(継続要望) 

(４)国道 338号の整備促進について 

①大湊Ⅱ期バイパスの整備促進について(継続要望)  

②半島西部地域の整備促進について(継続要望) 

③白糠バイバスの整備促進について(継続要望) 

(５)県道の整備促進について(継航要望) 

(６)大利海岸から木目海岸の浸食防止について(継続要望) 

(７)大畑～函館フェリー航路の恒久運航の実現について

(継続要望) 

２. 下北地域の産業振興について 

(１)アッギ東北株式会社の国内生産業務終了に伴う離職者

の再就職支援について(新規要望) 

(２)観光振興に対する総合的な支援について（継続要望・

一部追加） 

(３)水産業振興に対する総合的な支援について（継続要

望・一部追加） 

(４)地熱開発の促進について(継続要望) 

３. 下北地域の生活環境の安全及び保全について 

①総合的な鳥獣被害対策について(継続要望) 

②一般廃棄物処理施の解体及び整備に対する支援について

(継続要望) 

予想されていたとは言え、残念です、脇野沢―蟹田フェリーも同様なのでしょうか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5/27 

東
奥
日
報 



昭和の名残りがまた一つ消えます 
下北交通/むつバスターミナル解体へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5/27 朝日新聞 

 



いろいろ寂しい新聞報道が多いですが…明るい話題もありました 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

                       

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

5/26 東奥日報 

東通こども議会の成果が全国版に！ 
６月２日付の朝日新聞全国版（２面）に掲

載されました。今年３月の朝日新聞青森版に

紹介された内容がベースとなり、全国版にな

ったものです。立憲民主党の泉健太代表もツ

イッターで絶賛していました。 


